
、主①
本
論
文
の
題
自
に
使
用
し
た
英
単
一
訪
問

2
R
F
は
、
「
神
託
(
所
}
二
神
託
を

告
げ
る
)
神
管
二
百
人
一
一
賢
人
。
」
(
学
研
パ
!
ゾ
ナ
ル
英
和
・
和
英
辞
典
(
二

0
0
0〕
四
七
回
頁
)
と
い
う
名
前
で
あ
る
。

題
目
提
出
当
初
、
ぷ
仰
が
、
依
り
代
と
な
る
特
定
の
人
物
に
降
り
る
行
為
α

と、

。
神
託
ヘ
そ
し
て
か
神
の
依
り
代
と
な
る
人
物
4

の
三
つ
の
意
味
を
内
含
す
る

も
の
だ
と
し
て
誤
用
し
て
し
ま
っ
た
。

正
し
く
は
、
よ
仰
が
、
依
り
代
と
な
る
特
定
の
人
物
に
降
り
る
行
為
w

を
チ
ベ
ッ

ト
語
で
、
「
神
」
を
指
す
一

g
に
、
「
依
る
」
の
意
で
あ
る
ユ

g
℃

ω
を
と
も
な

う

F
m
ユ

g
門
出
、
そ
れ
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
る
グ
神
託
々
は

E
コ
m
g
g口、

そ
し
て
グ
神
の
依
り
代
と
な
る
人
物
。
は

ω
百
円
円
。
ロ
と
さ
れ
る
。

よ
っ
て
論
文
中
に
は
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
。

g
n
r
を
使
用
せ
ず
、
グ
神
が
、

依
り
代
と
な
る
特
定
の
人
物
に
降
り
る
行
為
。
を
「
神
に
お
伺
い
を
た
て
る
」
、

グ
神
託
4

は
「
神
託
へ
そ
し
て
。
神
の
依
り
代
と
な
る
人
物
。
を
「
ク
テ
ン
」

と
表
記
す
る
。

②
シ
ベ
リ
ア
の
シ
ャ
!
?
ン

G
E
E
S
)
の
ト
ラ
ン
ス
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の

デ
ル
フ
ォ
イ
の
ア
ポ
ロ
ン
神
託
、
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
イ
ザ
ヤ
の
預
一
一
一
一
口
、
十
九

世
紀
後
期
に
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
イ
タ
リ
ア
で
流
行
し
た
交
霊
会
、
日
本
で

は
口
寄
せ
な
ど
。

③
神
や
精
霊
と
直
接
的
に
接
触
・
交
流
し
、
そ
の
間
に
神
意
を
伝
え
、
子
一
一
一
一
口
を

し
、
病
気
治
療
を
含
む
様
々
な
儀
礼
を
行
な
う
呪
術
・
宗
教
的
職
能
者
を
中
心
と

す
る
宗
教
形
態
。

④
チ
ベ
ッ
ト
に
は
仏
教
伝
播
以
前
に
存
在
し
て
い
た
伝
承
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は

ミ
・
チ
ュ

(
5
r
y号
、
「
人
の
教
え
」
)
と
呼
ば
れ
る
。
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の

の
起
源
を
、
隠
仏
側
、
常
套
句
、
理
諺
の
使
用
し
た
韻
文
形
式
で
述
べ
伝
え
た
格

言
の
集
ま
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
特
定
の
祭
司
に
よ
っ
て
吟
詠
さ
れ
る
儀
式
が

存
在
し
た
(
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ス
ネ
ル
グ
ロ
ー
ブ
〔
一
九
九
八
〕
五
十
三
頁
)
。

⑤

シ

が

ツ

エ

(
m
N
E
r
g
コ
お
)
の
管
領
ノ
ル
ブ

(
Z
2
σ
己。

『
存
在
と
時
間
』
に
お
け
る
死
の
可
能
性
に
つ
い
て

性 72
に社
つ
いと
て日寺
間

に
お
け
る
死
の
可
能

~t 

日
円
、、J
，d

‘.

智

美

次

口口
は
じ
め
に

第
一
章
ロ
ロ
尚
一
口
と
山
山
口
に
よ
る
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
へ
の
批
判

第
一
節
「
私
の
死
」
お
よ
び
「
私
の
存
在
」
の
問
題
化

第
二
節
死
へ
の
先
駆
に
よ
る
現
存
在
の
個
別
化

第
三
節
出
口
町
一
一
口
と
出
山
口
の
議
論
の
ま
と
め

第
二
章
個
別
化
に
よ
る
他
者
関
係
の
変
容

l
z
c
m
z
と
司
自
に
対
す

る
反
論
(
伊
藤
徹
氏
の
議
論
を
手
掛
か
り
と
し
て
)

第
一
節
目
常
性
に
お
け
る
「
他
者
の
不
在
」
と
死
へ
の
先
駆
に
よ
る

現
存
在
の
「
個
別
化
」

第
二
節
死
に
面
し
て
の
有
意
義
連
関
の
無
効
化
と
各
私
性
の
獲
得

第
三
節
第
一
節
と
第
二
節
の
議
論
か
ら
出
口
問
一
一
と
出
き
に
よ
る
批

判
の
検
証

第
四
節
覚
悟
性
に
よ
る
共
存
在
の
変
容

第
五
節
第
四
節
の
議
論
か
ら
出
口
紅
一
と
出
き
に
よ
る
批
判
の
検
証

第
三
章
「
先
立
っ
て
飛
躍
し
つ
つ
i

自
由
に
す
る
顧
蓮
宗
一
の
〈

2
・

名門山口問。ロ門目。，

Z
守
色
。
足
。
吉
司
ω
C
門
向
。
)
に
よ
る
積
極
的
他
者

関
係
の
構
築
の
可
能
性

お
わ
り
に

ハ
イ
デ
ッ
が

i
の
死
の
分
析
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
多
く
の
批
判
が
な
さ
れ
て

二
回



き
た
が
、
本
論
文
に
お
い
て
は
「
国
民
号
一
m
m
o
g
吋
。
己

0
8ロ
巳
vao」
に
お
け
る

〉
ロ
件
。
口
出
口
間
口
と
∞
山
、
E
M
m
h
F巳
出
向
凶
ロ
に
よ
る
、

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
へ
の
批
判

に
つ
い
て
検
証
す
る
。
と
り
わ
け
「
国
立
母
mmqω
吋
。
(
貯

8
5
]ヨ
。
」

の
中
で

彼
ら
の
最
終
的
な
結
論
と
し
て
述
べ
た
「
愛
は
『
存
在
と
時
間
』

の
、
っ
ち
で
は

不
在
(
与
者

2
8己
)

で
あ
る
」
(
出
叶
ニ
コ
と
い
う
言
葉
に
注
目
す
る
。
彼
ら

は
、
ト
ル
ス
ト
イ
の

『
イ
ワ
ン
・
イ
リ
ッ
チ
の
死
』

の
最
後
の
言
葉
、

死
に
面

し
た
イ
ワ
ン
・
イ
リ
ッ
チ
が
、
他
者
に
対
す
る
許
し
と
愛
に
目
覚
め
て
述
べ
た

「
も
う
死
は
な
い
の
だ
」
と
い
う
言
葉
を
引
い
て
、
死
に
面
す
る
こ
と
は
、

を
克
服
し
、

む
し
ろ
他
者
へ
の
強
い
愛
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
、

と
述
べ
る
。

つ
ま
り
、
愛
を
向
け
る
べ
き
他
者
が
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、

「
愛
は
『
存
在
と
時
間
』

の
う
ち
で
は
不
在
で
あ
る
」
、
す
な
わ
ち

『
存
在
と

キ
寸
悶
同
=

n
日
F
E
u
-
"』

の
内
に
は
愛
を
向
け
る
べ
き
他
者
が
存
在
し
な
い
、

と
結
論
付
け
た
の

で
あ
る
。
確
か
に

ハ
イ
デ
ッ
ガ

l
は
、
死
を
可
能
性
と
し
て
定
義
す
る
際

死
と
は
最
も
自
己
的
で
没
交
渉
の
可
能
性
で
あ
る
と
定
義
し
、
死
に
よ
っ
て
現

存
在
は
個
別
化
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
の
見
解
は
一
見

妥
当
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、

『
存
在
と
時

間
』
の
内
で
は
本
当
に
他
者
関
係
が
希
薄
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
本

論
文
で
は
死
へ
と
先
駆
す
る
こ
と
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
個
別
化
が
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
か
、

と
い
う
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
口
問
ロ
と

国内
5
が
下
し
た
「
愛
は
『
存
在
と
時
間
』

の
内
で
は
不
在
で
あ
る
」
と
い
う

結
論
の
妥
当
性
の
検
証
を
試
み
る
。

第
一
章
で
は
「
国
包
含
mmqω

吋
。
色
。
窓
口

ω-30」
に
お
け
る
出
口
間
口
と

二
四
二

ロ
ωロ
の
見
解
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
。

死
へ
と
先
駆
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
存
在
は
「
ひ
と

6
2
冨
吉
)
」

(
ω
N
H
N
岱
)
と
し
て
の
自
己
か
ら
ど
こ
ま
で
も
引
き
離
さ
れ
、
誰
の
も
の
で
も
な

く
代
理
不
可
能
な
「
私
の
死
」
(
印
N

N
ち
)
を
自
覚
し
、
引
き
受
け
る
よ
う
に
な

る
。
「
私
の
死
」
を
自
覚
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
代
理
不
可
能
な
誰
の
も
の
で

も
な
い
、

「

1
H
1
4」

の
存
在
へ
と
眼
差
し
を
向
け
、
端
的
に
自
身
の
最
も
自
己
的

死

な
存
在
が
重
大
問
題
で
あ
る
と
こ
ろ
の
存
在
可
能
を
、
自
己
自
身
か
ら
唯
独
り

で
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
死
は
現
存
在
を
「
現
存
在
自
身
へ
と
個
別
化
」

G
N
N
a
ω
)

す
る
も
の
な
の
で
、
死
に
面
し
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
が
剥
奪
さ
れ

「
あ
ら
ゆ
る
他
者
た
ち
と
の
共
存
在
が
機
能
し
な
く

た
自
己
だ
け
が
残
さ
れ
、

な
る
」
(
同
叶
に
ご
と
出
口
問
ロ
と
国
ωロ
は
考
え
る
。

し
か
し
、
現
存
在
は
「
本
質
上
共
存
在
で
あ
る
」

(
ω
N
H
N
C
)

と
ハ
イ
デ
ッ
ガ

ー
が
述
べ
る
よ
う
に
、

現
存
在
は
常
に
共
存
在
な
の
で
他
者
と
の
関
係
は
回
復

さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
、
死
に
面
し
て
自
己
の
有
限
性
を
自
覚

し
た
現
存
在
は
他
者
に
対
す
る
誤
解
や
押
し
付
け
を
改
め
る
よ
う
に
な
る
、

と

い
う
ハ
イ
デ
ッ
ガ

l
の
見
解
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
他
者
へ
の
態
度
の
改
善

は
自
己
自
身
に
し
か
作
用
せ
ず
、
自
身
の
眼
差
し
の
変
化
が
他
者
に
そ
れ
を
促

す
こ
と
は
で
き
な
い
と
出
口
間
口
と
同
山
口
は
述
べ
る
。
し
た
が
っ
て
、
死
に
面

し
て
の
現
存
在
の
個
別
化
は
、
共
存
在
を
働
か
な
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
孤
立

し
た
現
存
在
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
出
口
問
ロ
と
出
ωロ
は
『
存

在
と
時
間
』
に
は
他
者
の
存
在
が
希
薄
で
あ
る
と
結
論
付
け
た
の
で
あ
る
。

第
二
章
で
は
、

こ
の
よ
う
な
同
口
問
ロ
と
国
ωロ
に
よ
る
批
判
に
対
し
て
、
伊



藤
徹
氏
の

「
他
者
の
不
在
ハ
イ
デ
ッ
ガ
!
の
場
合
」
を
手
掛
か
り
と
し
て
ハ

イ

ッ
ガ

i
の
立
場
か
ら
反
論
を
試
み
る
。

ま
ず
、

死
は
有
意
義
連
関
を
無
効
化
す
る
契
機
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
論
じ

「
私
」
が
出
会
っ
て
い
た
他
者
と
は
、
有
意
義
連
関
の

る
。
日
常
性
に
お
い
て

内
で
出
会
わ
れ
る
「
ひ
と
」
と
し
て
の
他
者
で
あ
り
、

そ
の
他
者
の
各
私
性
を

忘
却
し
て
い
る
よ
う
な
他
者
で
あ
る
。

日
常
性
に
お
け
る
他
者
と
の

つ
ま
り

関
係
は
「
他
者
の
不
在
」
(
〉
〉
勾
)

そ
し
て
「
死
(
吋

ce」
は
こ
の

で
あ
り
、

よ
う
な
関
係
を
成
立
さ
せ
て
い
る
有
意
義
連
関
を
無
効
化
す
る
の
で
あ
る
。
死

へ
と
先
駆
し
て
、
個
別
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

目
覚
め
、
自
己
を
強
調
し
、
自
己
自
身
を
目
差
す
こ
と
に
な
る
。
自
己
自
身
の

「

f
A
+
A
U
「
父
口

f
A
生ム

4

」

f'」
f

U

2

よ京
1
4
1
」

各
私
性
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

可、、
国

4

木
h

」

が
存
在
す
る
の
と
「
同
様
な
仕

方
で
」
(
印
N
己
∞
)
存
在
し
て
い
る
他
者
の
各
私
性
に
気
づ
く
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。
他
者
の
固
有
性
に
注
目
し
、
他
者
と
は
単
に
有
意
義
連
関
の
内
の

ひ

と
」
と
し
て
の
他
者
で
は
な
い
あ
り
方
を
し
た
他
者
と
し
て
理
解
す
る
よ
う
に

な
る
。

つ
ま
り
、
自
己
を
「
ひ
と
」
と
い
う
様
態
か
ら
取
り
戻
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
他
者
へ
の
眼
差
し
を
変
、
え
る
契
機
と
な
る
の
で
あ
る
。

次
に
、

こ
の
眼
差
し
の
変
化
は
他
者
の

「
遠
さ
」
(
〉
〉
告
)
を
目
差
す
も
の

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
論
じ
る
。
死
へ
と
先
駆
し
て
個
別
化
さ
れ
た
現
存
在
は

自
己
を
こ
と
さ
ら
に
摺
む
こ
と
に
な
る
が
、
自
己
を
摺
み
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

む
し
ろ
他
者
へ
の

「
遠
さ
」
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
覚

惜
し
た
現
存
在
が
自
己
の

「
負
い
目
存
在
訟
の
『
己
任
問
ω
丘
三
」
(
印
N

N

∞
印
)
を
白

覚
す
る
こ
と
に
基
づ
い
て
の
み
、
他
者
へ
の

「
負
い
目
存
在
」

つ
ま
り
「
他

『
存
在
と
時
間
』
に
お
け
る
死
の
可
能
性
に
つ
い
て

者
へ
の
通
路
の
本
質
的
欠
損
」
(
〉
〉
色
)
、
す
な
わ
ち
他
者
へ
の
「
吐
き
ご
と

い
う
他
者
関
係
の
有
限
性
を
自
覚
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ

と
か
ら
、
伊
藤
氏
の
議
論
を
参
考
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
存
在
は
個
別
化

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
者
の
人
格
の
不
可
侵
性
を
自
覚
す
る
と
い
う
見
解

を
導
く
。

第
三
章
で
は

こ
の
よ
う
な
自
覚
が
積
極
的
他
者
関
係
の
構
築
に
ど
の
よ
う

に
関
係
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、

他
者
の
人
格
の
不
可
侵
性
と
い
う
こ
と
を
具
体
的
に
ハ
イ
デ
ッ
ガ
!
の
一
一
一
日
葉
で

言
い
表
す
な
ら
ば
、

「
先
立
っ
て
飛
躍
し
つ
つ
l

自
由
に
す
る
顧
感
(
任
命

〈
。
『
z

若
江
口

m
g号白河内円。一
g
門
目
。
司
口
吋
∞
。
円
向
。
)
」
(
印
N
H
N
N
)

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
い
う

こ
と
を
論
じ
る
。
自
己
を
摺
み
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
常
的
な
「
代
理
し
つ

つ
i

支
配
す
る
顧
慮
丘
町

mM

…ロ
ω七
H
a

一コ向。コ品。ー
σめ}戸めコ・
ω
円リ}戸。ロ(目。

明
ロ
門

ω
。円向。)」

(∞
N
H
N
N
)

に
お
い
て
他
者
と
関
わ
る
の
で
は
な
く
、
他
者
の
存
在
そ
れ
自
身
に

関
わ
る
こ
と
に
な
る
。
他
者
へ
の

「
負
い
目
存
在
」
を
引
き
受
け
、
他
者
関
係

の
有
限
性
と
、

「

fhH
1
寸
」

σ〉

「
い
か
な
る
努
力
も
及
ば
な
い
他
者
」
(
〉
〉
宅

σ3 

存
在
を
自
覚
す
る
こ
と
が
、
他
者
に
何
か
を
押
し
付
け
た
り
、
支
配
し
た
り
と

い
う
強
引
な
態
度
か
ら
身
を
引
く
よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
。
同
口
問
一
一
一
と
民
自

が
一
一
一
一
口
う
よ
う
に
こ
の
態
度
は
他
者
に
は
作
用
し
な
い
。
し
か
し
、

こ
の

「
作
用

し
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
「
先
立
っ
て
飛
躍
し
つ
つ
1

自
由
に
す
る
顧
慮
」

グ〉

本
質
な
の
で
あ
る
。
「
覚
悟
性
自
己

2
2
2
ω
g
r
s
」
(
∞
N

N
也
ご
と
い
う
本
来

的
自
己
に
な
る
こ
と
に
よ
る
眼
差
し
の
変
化
は
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
必
ず
し

も
本
来
的
な
共
相
互
関
係
が
成
立
す
る
の
で
は
な
い
が
、
本
来
的
な
共
相
互
関

一四一一一



二
四
四

係
の
成
立
を
可
能
に
す
る
条
件
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て

「
覚
悟
性
と

カ
ン
ト
に
お
け
る
道
徳
と
宗
教
に
つ

い
う
本
来
的
な
自
己
存
在
か
ら
、
本
来
的
な
共
相
互
関
係
が
、
初
め
て
生
じ

い
て

る」

(ωNN∞
∞
)
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

現
存
在
を
ど
こ
ま
で
も
個
別
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

他
者
の
人
格
の
比
類
な
さ
を
自
覚
す
る
こ
と
か
ら
他
者
の
人
格
を
尊
重
す
る
と

以
上
の
こ
と
か
ら
、

ー

l
根
源
悪
を
め
ぐ
っ
て
|
|

い
う
態
度
が
生
じ
、
積
極
的
な
他
者
関
係
が
構
築
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら

華

園

日尭

か
に
し
、
冒
頭
の
出
口
問
ロ
と
白
山
口
に
よ
る
「
愛
は
『
存
在
と
時
間
』

の
う
ち

註

ハ
イ
デ
ッ
ガ

l
の
著
作
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
次
の
略
記
号
と

ペ
ー
ジ
数
を
引
用
文
の
後
に
付
す
。

ω
N
ω
巴
ロ
ロ
門
戸
門
凶

N巴
F
呂
ω
M
Z目。
B
め

M
1
0
F
5
8・

ま
た
、
そ
れ
以
外
の
引
用
に
つ
い
て
は
次
の
略
記
号
を
用
い
る
。

〉
〉
伊
藤
徹
、
「
他
者
の
不
在
|
ハ
イ
デ
ッ
ガ
!
の
場
合
」
、
(
『
思
想
』
一
九
九

O
年
十
二
月
号
)
。

国
吋
〉
ロ
件
。
口
出
口
開
口
¥
回
ヨ

E
m
-
n
F己
国

ω
P
「
出
色
己
巾

mmmw円
ω
、H
，。己

0
8ロ
包
可
ωぬ
」
・

(
F
E
2吉
田
巴
円
四

ommoFω
包
ロ
ロ
ロ
己

N巴
?
Z
5
5
m
m
w
m
m
w
σ
g
〈
。
ロ
叶

}
5
5
2

H
N
O
E
R
F
〉
}
内
州
凶
門
凶
作
百
円
。
〈

qzmwNCCH)・

円
口

序第
一
章
道
徳
と
宗
教

第
一
節
道
徳
に
つ
い
て

第
二
節
道
徳
の
帰
結

第
二
章
善
と
悪

第
一
節
善
悪
の
概
念

第
二
節
善
悪
の
選
択

第
三
節
道
徳
的
中
間
物

第
三
章
素
質
と
性
向

第
一
節
道
徳
的
自
由

第
二
節
善
へ
の
根
源
的
素
質

第
三
節
悪
へ
の
性
向

第
四
節
心
情
の
悪
性

第
五
節
根
源
悪

第
四
章
悪
の
根
拠

第
一
節
生
来
悪

第
二
節
悪
の
根
拠

第
三
節
格
率
の
形
式

次

で
は
不
在
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
が
妥
当
し
な
い
と
い
う
結
論
を
導
く
。


